
質
問　

最
近
、
生
活
保
護
辞
退
者
に
係
る

報
道
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
県

内
各
市
の
中
で
も
上
位
の
保
護
率
と
な
っ

て
い
る
本
市
に
お
い
て
、
保
護
の
相
談
に

来
た
方
々
や
受
給
者
を
訪
問
し
近
況
確
認

を
行
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
業
務
量
の
現

状
は
ど
う
か
。
ま
た
そ
の
対
応
は
。

答
弁　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
主
な
業
務
内

容
は
、
保
護
費
の
決
定
事
務
、
被
保
護
者

世
帯
の
訪
問
、
指
導
方
針
に
基
づ
く
指
導

の
ほ
か
、
新
規
の
生
活
保
護
に
関
す
る

相
談
へ
の
対
応
、
申
請
に
伴
う
各
種
調

査
な
ど
で
あ
る
。
各
地
区
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
は
8
人
で
、
平
均
86
世
帯
を
担

当
し
て
い
る
。
月
平
均
訪
問
件
数
は
約
30

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
期
訪
問
と
は
別

に
、
被
保
護
者
へ
の
随
時
の
訪
問
の
ほ
か
、

新
規
申
請
に
よ
る
世
帯
訪
問
や
医
療
機
関

等
へ
の
訪
問
を
実
施
し
て
お
り
、
随
時
の

訪
問
の
増
加
に
よ
り
業
務
量
は
年
々
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
適
正
な
保
護

の
実
施
に
努
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

質
問　

本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
が
主
導

し
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
小
学
校
区
で

放
課
後
の
子
供
の
安
全
で
健
や
か
な
活
動

場
所
を
確
保
し
、
総
合
的
な
放
課
後
対
策

と
し
て
実
施
す
る
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
の

考
え
は
ど
う
か
。

答
弁　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
、
学
校

の
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
す
べ

て
の
子
供
に
放
課
後
や
週
末
の
安
全
で
安

心
な
活
動
拠
点
を
確
保
し
、
地
域
の
方
々

の
参
画
も
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

や
学
習
活
動
を
行
う
放
課
後
子
ど
も
教
室

推
進
事
業
と
、
留
守
家
庭
の
児
童
に
対
し

て
生
活
の
場
を
提
供
す
る
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
を
、
一
体
的
あ
る
い
は
連
携

し
て
総
合
的
な
放
課
後
対
策
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
2
つ
の
事
業
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
体
的
あ
る
い
は
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
児

童
の
居
場
所
の
必
要
性
、
保
護
者
の
意
向
、

学
校
の
状
況
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
放
課
後
の
子
供
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

二
ツ
井
地
域

水
道
整
備
計
画

質
問　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
1
地
区

は
供
用
開
始
し
て
い
る
が
、
他
の
6
地
区

は
事
業
着
手
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
農
業
集
落
排
水
施
設

の
希
望
は
低
い
水
準
に
あ
る
。
全
員
の
同

意
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
地
域
に

方
向
性
だ
け
は
明
ら
か
に
す
べ
き
。

答
弁　

こ
の
事
業
は
、
現
在
供
用
中
の
浜

浅
内
地
区
を
含
め
、
7
地
区
を
整
備
す
る

計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
地
区

以
外
か
ら
の
要
望
は
な
い
。
18
年
12
月
に

こ
の
未
整
備
地
区
6
地
区
に
対
し
、
住
民

意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
51
％
の
回

答
で
、
質
問
項
目
の
う
ち
﹁
農
業
集
落
排

水
事
業
の
実
施
を
早
急
に
、
あ
る
い
は
3

〜
5
年
後
に
実
施
し
て
ほ
し
い
﹂
は
45
％

の
回
答
に
対
し
﹁
実
施
す
る
必
要
が
な

い
﹂
は
31
％
の
回
答
で
あ
っ
た
。
市
は
今

後
、
県
か
ら
提
供
さ
れ
る
費
用
便
益
資
料

等
を
受
け
、
地
区
ご
と
の
費
用
対
効
果
の

判
定
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
等
を
総

合
的
に
検
討
し
、
順
調
に
進
め
ば
来
年
度

早
々
に
地
域
の
方
々
に
方
向
性
を
示
し
た

い
。

質
問　

加
入
希
望
者
の
率
が
低
い
た
め
に
、

水
道
整
備
計
画
が
進
ま
な
い
。
現
在
、
水

量
不
足
、
水
質
が
悪
い
地
域
か
ら
は
要
望

が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
早
く
上

水
道
を
通
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
消
防

水
利
な
ど
が
悪
い
地
域
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
手
法
で
整
備
が
可
能
か
検
討
す
べ
き
。

答
弁　

二
ツ
井
地
域
水
道
整
備
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
平
成
16
年
の
調
査
で
加
入
回

答
が
34
％
、
今
年
2
月
の
調
査
で
は
加
入

回
答
は
41
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
の
調

査
に
比
べ
水
道
整
備
へ
の
理
解
は
若
干
ふ

え
た
が
、
現
計
画
ど
お
り
の
5
地
区
全
体

の
整
備
を
進
め
る
に
は
大
変
厳
し
い
状
況

と
考
え
て
い
る
。
市
は
、
二
ツ
井
地
域
の

水
道
整
備
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お

り
、
現
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
、
加

入
回
答
の
高
い
地
区
や
水
質
等
で
苦
慮
し

て
い
る
地
区
を
絞
り
込
み
な
が
ら
、
段
階

的
な
整
備
の
可
能
性
や
整
備
規
模
、
ま
た
、

事
業
費
や
財
源
の
確
保
、
料
金
設
定
等
に

つ
い
て
内
部
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
年
度

内
に
は
方
向
づ
け
し
た
い
。
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生
活
保
護
の

  

現
状
と
対
応

放
課
後
の

児
童
生
徒
の
居
場
所

農
業
集
落
排
水
事
業

藤
田
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
光
通
信
な
ど
の
整
備
状
況

◦
能
代
市
連
合
消
防
団

針
金
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
生
活
保
護
の
決
定
方
法
は

◦
留
守
家
庭
児
童
生
徒
の
数
と
指
導
方
法

◦
留
守
家
庭
児
童
の
学
校
施
設
利
用
状
況

藤田　克美
（市民の声）

針金　勝彦
（ 平 政 会 ）


